
季節約な波助等によって， ある一定のJ!JJ IHI巡転するため定めて

おく不定期縦成，一時的に輸送力鳩強を必要とする場合に使間

する臨時編成がある。(古池義雄)

ていけいがたみぞっきこうどうてんし ゃ せん 梯形型溝付

硬銅電車線 一般に架空電車線は丸型総付限!銅， または丸型

硬銅の電車線が使用されているが， 近年図に示すような電車線

が考案され，その断聞の形状 梯(てし、)形型百寄付硬鋼電車総

から梯形型llli村使銅電車線と

名付けられている。これは車

両の集電装↑白が摺板(すりい

た)式の場合に使用され， 下

回が円形の覧車線は，相当摩

耗するまで熔板との接触間僚

が小さく ， また接触抵抗が大

きいから， 大r;1l:流通過l時に過

熱によるスパ ー クなどによる

電車線 ・ 抱板相互の電気的)f;\:

耗がはなはだしいが， 桜:J診型

電車線にあっては，摺板との mm 

按触I函が急速に治大して，十分な接触I商品~tが早期に得られるか

ら ， 下聞が円形の電車線にくらべると ， 榊造に起因するスパ ー

クはかなり紡止することができるものと}J_，\われる。しかし株形

型の電車線は， その底聞と抱板 とが密着して其!日Iiを発御するも

のであるから，よじれとかl副総引の不具合などによる備勝耗に

留意しなければならない。(吉田力)

ていけいこう 定繋港 船舶迎航上の中心港 ・ 本拠泌をなl床し，

その船舶の定位置ともいう べきもので， 医l鉄所管の船舶に多く

汗jいられるJtJ誌である。船舶は自然、人における本籍地または法

人の営業所のように船籍港を有し， 法律上の関係はすべてこの

船籍港を中心地として行われるものであるが，笑際の自由自t.1の運

航は， 必ずしも船籍港はその紛舶のもっとも多く出入する港と

はかぎらない。 国鉄所管の述絡船は旅客 ・ 貨物の輸送機|禁i とし

ておのおのその就航航路に所隠し，同時に織m上においては現

場俄l期としての組織体をなしているので，その定繋港は鉄道管

理局の所校区域に合致させるためにつき'のように定めている。

青森 ・ 函館間連絡船 函館

字型í' . 高松間連絡船 高松

仁方 ・ 頻1江間連絡船 wi 江

下関 ・ 門司港|制連絡船 限1門港下限|区

大畠 ・ 小松長lli間連絡船 小松

宮島口 ・ 宮島関連絡船 宮島

下除1 . 釜山間連絡船 I刻門港下関区(休止中)

(今留光悶)

ていこうき抵抗器 (電気車の ) (英)resistor (electric rol1ing 

sωck) 電気事に使用されている抵抗総は，抵抗休の形状 ・ 材

質等によりそれぞれ絡子(こうし)抵抗探， リボ γ主主抗lt告，筒形

抵抗\l;; . ~ I一直線性抵抗加と名づけて分類している。

l 格子 (こうし) 抵抗器は図 l のように絡子形をした特殊

鋳鉄製の低抗体を，何枚か直列または救列に使用して所裂の抵
抗値を持たせ f一一一『τ

たもので. L 

形の鉄板製の

わくに絶縁し

たボルトで締

付けたもので

ある。この低

• 
1.格子抵抗総

抗総はさきにのベた各極抵抗日詳のうちも っ とも熱容iii:が大きく，

かつ機械的にも強くできるので，篭気事の起卸~I時に主電動機に

直列にそう入する主抵抗器として古くから多く使用されている。

また最近は抵抗絡子として鋼板打抜製のものも用いられるよう

にな っ てきた。

2 リボ ン抵抗器は図 2 のようにリボソ形をした抵抗体を

HJI，、るもので，

rll i71ë容量が大で

比主主抗の比較的

~~fi~ 、材料を用い

てあるから ， 同

じ容i注の格子低

抗*'と くらべて

重量:がはるかに

戦く÷程度にな
る。しかし抵抗

日誌の熱容量は絡

子低抗告詩に く ら 2 リボン抵抗似の 1 例

ぺて小さし、から ， 同じ大きさのrtti7IEを f品位が一定になるまで長

時間流した附の最後の混皮上デ!が等しくなるように設計してあ

る絡子抵抗総にくらべて，最ì~:~iffit度に達する H寺 IHlが非常に短か

い。したがってその連続定絡容量より大きい聞けつ負荷に対し

ては好ましくない。

電気事用抵抗総としては軽設にできるとこ ろから ， 従来小出

力の電車などに用いられてきたが，最近発電ブレ ーキを使用す

る電車が多くなり ， 格子短抗総では霊くなる ので， リボン抵抗

*'を使用して俗世化をはかっているものが多く，さらに強制通

風によって冷却しているものもある。

リ ボンの形状には板に切目を入れたもの， 打抜いたもの， 裕

板をらせん状(エ ッ ジワイズ)に巻いたもの， ;H~板にしわをょ

せたものたどいろいろの形のものが考案され， 使用されている。

3 筒形抵抗器はらせんのある円筒形のがい管にニクロム線

等の抵抗線を巻いたもので，小電

流のものには抵抗総の表面にホ ー

ローうわぐすりを施し. 181-3 のよ

うに端子をかねた金属足をもった

ものを使用するが， 祁i般の直列低

抗総のよう に電流が大きい場合に

は， ポノレ ト に 2-3 本のがいけを

通し， これに抵抗線を巻いたもの

を数本鉄板製のわく板に取付けて

使用する。 f走者ーは抵抗線の酸化に

より l析線が多く保守に手数がかか

るので，最近国鉄の電気機以1 11工で 3 筒形抵 抗 総

はこれをやめて， 小形の|名子低抗甘誌を)11いるようになった。

4 非直線性抵抗器はその名の示すように也庄の変化により，

そのm:tJc悩が非直線的に変化する性質の低抗体(カ ー ポラ ンダ

ムを主成分とするもの)を使

川したもので図-4にその形状

を示す。 ílr !lílJ発電機の界磁抵

抗にこれを斤lいることにより，

励磁機あるいは抵庄調整総を

Jt]l，、 ないで，低!王側電圧を電

車線電圧の変動に関係なく 一

定に保つようにしている。

(沢邸周一) 4, 刻 T江総性抵抗総
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